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新
年
度
を
迎
え
て

遠
賀
町
長
　
小
　
川
　
登
　
一
　
郎

・かんお報町

多
難
で
あ
っ
た
閥
和
三
十
九
年
斑
も

ど
う
に
か
垂
な
く
過
ぎ
て
、
昭
和
四
十

年
の
薪
ら
し
い
華
麗
を
迎
え
た
。

町
制
施
行
一
周
年
、
断
ち
た
な
発
情
と

決
意
の
下
に
一
隅
明
る
い
町
づ
く
り
に

精
進
し
た
い
。

本
年
娃
本
町
の
当
初
予
算
は
一
億
九
千

し
直
余
万
円
で
、
腰
入
籍
蓑
に
ク
ン

と
は
ね
上
っ
た
が
、
そ
の
主
な
厘
関
は

昨
年
か
ら
の
継
続
世
業
で
あ
る
∴
地
鯨

中
学
校
防
音
校
舎
の
幾
半
玉
や
、
緊

急
就
労
対
策
砿
薬
に
よ
る
道
路
、
河
川

の
改
修
工
事
費
並
び
に
新
ら
た
な
頂
薬

費
と
し
て
、
砲
門
、
浅
未
聞
小
学
枚
に

講
堂
（
屋
内
体
撰
鶴
）
を
建
設
し
よ
っ

与
る
経
費
率
で
あ
る
。

も
と
も
と
本
町
は
、
そ
の
実
梢
か
ら
見

て
、
邸
市
近
郊
の
農
村
で
あ
り
、
日
々

に
変
り
年
＼
様
相
に
即
し
て
将
来
寛

透
し
た
施
策
を
樹
立
す
べ
き
は
勿
論
で

ある。
土
地
の
開
発
に
当
っ
て
は
、
道
路
の
塾

側
、
交
通
機
関
の
発
達
等
が
必
須
要
件

で
あ
る
が
、
之
等
に
つ
い
て
も
漸
次
之

が
実
現
に
努
力
し
た
い
。

本
年
疫
の
町
行
政
の
全
般
か
ら
見
た
鴫

に
、
文
教
、
土
木
、
経
済
、
良
基
、
福

祉
の
五
つ
の
証
点
坤
項
を
肇
げ
、
夫
々

一
応
の
事
業
計
画
を
樹
て
て
い
る
が
範

中
、
文
教
施
設
の
充
実
と
十
本
薬
が

重
点
施
策
と
な
り
、
乏
し
き
町
財
政
の

中
か
ら
、
揖
実
に
、
鼠
つ
有
効
適
切
に

年
間
施
策
の
実
現
を
煎
っ
て
行
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

年
慶
当
初
に
あ
た
り
、
町
民
持
さ
ん
の

一
周
の
御
支
援
と
御
協
力
を
お
煩
い
し

て
御
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

議
　
会
　
だ
　
よ
　
り

昭
和
四
十
年
度

歳
入
歳
出
予
算
案
可
決
さ
る

遠
鉦
町
議
会
循
二
田
定
例
会
が
、
去

る
3
月
1
2
日
招
集
さ
れ
、
会
期
二
十
質

問
で
昭
和
如
車
座
述
卸
町
一
般
会
高
子

鋤
寮
外
十
三
韻
集
が
籍
議
さ
れ
、
い
つ

れ
も
陳
祭
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

上
罷
議
簗

l
昭
和
的
隼
暖
通
貨
町
一
般
余
計
予
弗

（
歳
入
瑳
出
予
算
の
総
教
を
、
そ
れ

ぞ
れ
、
一
九
七
、
囲
二
〇
千
円
と

し
て
密
議
可
決
さ
れ
た
）

2
醐
和
4
0
年
度
特
別
会
計
道
都
町
欄
易

水
道
疎
薬
子
塊

（
戚
入
娩
出
予
算
の
総
額
を
、
そ
れ

ぞ
れ
、
四
、
五
〇
回
千
国
と
し
て

審
議
可
決
さ
れ
た
）

3
圃
和
的
年
度
特
別
会
計
違
算
町
国
瓦

経
康
保
険
事
業
予
算

（
淑
入
戚
批
予
算
の
総
縦
を
、
そ
れ

ぞ
れ
、
一
四
、
九
三
八
千
日
と
し

て
審
議
可
決
さ
れ
た
）

4
昭
和
幼
年
麗
特
別
会
計
遠
賀
印
成
業

共
済
専
業
予
算

（
蔵
人
娘
出
予
算
の
総
額
を
、
そ
れ

ぞ
れ
、
四
、
一
八
二
千
円
と
し
て

蕃
談
可
決
さ
れ
た
）

5
昭
和
約
年
度
邁
往
町
一
般
会
計
補
正

予
算

6
昭
和
禦
籠
特
別
会
計
遼
卸
町
簡
易

水
道
菜
輔
車
了
舞

7
昭
和
3
9
年
度
特
別
会
計
遼
髄
町
農
業

共
済
班
薬
禍
正
子
舞

（
以
上
各
々
補
正
に
つ
い
て
は
、
約

年
度
の
賎
入
歳
出
予
算
の
最
終
的

な
追
加
又
は
減
額
の
輔
車
を
行
な

っ
た
も
の
で
あ
る
）

8
蓮
賀
町
一
般
職
々
鼠
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

（
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
現
在
の
階

建
手
当
の
一
兎
の
一
を
本
俸
に
練

り
入
れ
ら
れ
た
た
め
、
給
料
戌
を

改
正
す
る
も
の
）

9
遼
費
町
特
別
職
の
職
員
で
荘
濫
掘
の

も
の
の
報
酬
及
び
批
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

（
各
穏
委
員
会
の
表
口
の
融
剛
に
つ

い
て
そ
の
雑
の
改
正
を
す
る
も

の）

1
0
遼
錦
町
土
成
誘
致
条
例
の
個
定
に
つ

い
て（
遠
賀
町
内
に
工
窮
の
梁
笈
び
地

設
え
奨
励
し
、
町
斜
の
発
展
を
期

す
る
た
め
に
条
例
を
制
定
す
る
台

の）

n
遠
賀
町
税
条
例
の
一
薄
霞
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
町
民
税

（
二
面
へ
つ
づ
く
）

”
牒
十
人
同
駅
勤

4
月
1
2
日
付
で
遠
賀
町
役
楊
職
偶
の

一
部
に
お
い
て
次
の
と
お
り
異
動
発
令

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

住
底
課
長
籍
住
民
係
長
　
太
田
　
轄

住
民
課
住
民
係
長
謙
務
を
解
き
相
談
鯨

長
兼
務
若
布
ず

住
民
課
保
健
係
長
∴
持
山
　
寺
遊

住
民
課
住
民
係
典
を
命
ず

住
民
課
相
投
係
長
　
丸
井
∴
辰
雄

住
民
課
社
会
係
長
を
合
す

住
民
課
社
会
係
辰
　
仲
野
∴
∴
丈

住
民
稜
保
裡
係
長
を
余
す

経
済
課
長
兼
指
導
係
異
姓
経
済
係
良

好
添
∴
証
共

経
済
課
措
都
債
長
兼
務
を
解
く

経
済
課
悪
議
長
∴
菓
非
百
人

経
済
課
指
導
係
良
を
命
ず

密
把
　
鎮
本
。
敏
行

経
済
課
事
漫
係
農
を
合
す

施
∴
山
高
∴
神
文

経
済
課
緯
郊
係
勤
務
を
余
す

詳
記
　
沢
∴
∴
秀
利

経
済
課
専
業
係
勤
務
を
命
ず

屈
　
大
出
　
洋
風

述
質
町
腿
業
委
員
会
詳
記
を
余
す

ー新規採用－

稲
朗
∴
順
三

屈
に
任
用
す
る

住
民
線
侠
秘
儀
劫
擬
を
命
ず

（
新
規
採
用
は
、
昨
年
末
石
松
正
人
氏

退
職
に
よ
る
欠
員
補
充
で
あ
り
ま
す
）



晒和40年度遠賀町一般会計予算　　　（単位　千日）

歳　　　　　入　　　「 ����1　　歳　　　　　出 

款 � �3．49 

町　　　　税 �43，357 �　i 21接‖ �� �6，892 

35，500 �17・98i ��i総∴砺∴質 �祭，291 �12．81 

「万高二を頁‾吾‾ �1，692 �0．86 � �i晴 民　ノ∴竣 �11，733 �5．95 

“‾“梗二両‾討‾友‾む‾ 手　数料 �1，823 �0．92 �i i �i禰∴生∴費 �2，076 �1．05 

86，8（弧 �44．01 � �坊r∴働1，費 �11，879 �6．02 

4973 �2．52 � �恒琳水磁費 �11，176 �5．鎖〕 

財産　収入 �7，363 �3・73ii ��1－ 商　工　費 �302 �0．14 

－ �Ii ��土　木　談 �15，697 �7．95 

898 �0竺」 ��消　椀－，滋 �1，310 �0．66 

繰　越　金 �400 �‾‾‾‾／‾示㌃I ��教∴習∴資 �l（遜，護は �52．35 

讃　収　入 �4，339 �2．19 �� �40 �0．08 

10，2α） �5．17 � � �5，α海 �2．58 

1，630 �0．83 

li � �965 �0．49 100．0 歳　入　合　計 �197，410 �100．0 ��歳　出　合　計 �187，410 

（完成　した島田小学校鉄筋防音校舎）

（
一
面
よ
り
つ
づ
く
）

に
つ
い
て
、
所
待
完
徴
か
ら
雑
損

控
除
、
旋
療
費
控
除
、
社
会
槙
険

湘
控
除
、
堂
命
保
険
料
整
除
、
療

養
擁
除
等
を
行
い
、
又
税
率
案
を

改
I
r
す
う
お
）

1
2
鵜
日
時
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

（
地
方
税
浜
の
改
誼
に
伴
い
保
険
税

の
判
定
賦
薬
だ
つ
い
て
一
艶
条

例
を
改
正
す
る
も
の
）

1
3
地
質
即
農
業
共
済
事
業
賦
課
給
紙
及

び
眠
諜
単
価
に
つ
い
て

（
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、
賦

課
総
勧
及
び
賦
課
単
価
に
つ
い
て

藷
会
の
講
決
を
必
宴
と
す
る
も

の）

ュ
4
箪
墳
地
域
振
興
賞
嘆
岡
に
係
る
埋
疋

質
屋
の
課
税
免
除
に
つ
い
て

（
虫
生
江
独
山
跡
地
の
種
皮
地
域
振

興
事
業
団
所
有
の
土
地
に
つ
い
て

そ
の
性
格
、
又
は
工
勧
誘
教
時
の

条
件
等
を
的
案
し
て
課
税
免
除
寵

龍
を
す
る
も
の
）

忠

岡

小

学

校

の

鉄
筋
防
音
校
舎
落
成
す

明
和
3
8
年
8
月
1
2
日
第
一
期
工
事
に

評
工
以
来
二
ヶ
年
継
続
曹
薬
で
実
施
し

て
き
た
、
臆
門
小
学
段
の
防
音
改
築
工

事
は
、
去
る
3
月
⊥
0
日
そ
の
全
工
堰
を

竣
功
、
近
代
的
感
覚
に
溢
れ
た
設
計
と

霞
登
務
に
よ
る
工
班
施
工
は
・
実

に
見
事
な
も
の
で
；
て
の
威
馨
は
∴
迎

賓
町
の
一
角
に
堂
々
た
る
偉
観
素
手
し

て
い
ま
す
。

な
お
、
3
月
5
0
白
に
は
福
岡
県
防
縮
施

設
局
、
県
教
馬
糞
鼠
会
、
国
会
琵
（

三
原
朝
雄
氏
）
を
始
め
多
数
の
来
賓
と

工
慧
怒
馨
、
町
並
び
に
学
稜
当
塙

の
参
加
の
も
と
に
、
竣
碧
祝
う
落
成

式
が
挙
付
さ
れ
ま
し
た
。

囲
み
に
工
慧
菱
は
次
の
通
り
で
す
。

1
椛
∴
遁鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
一
、
運

2
建
∴
坪
第
1
期
工
事

第
2
期
工
事

合
計

3
数
∴
素
普
通
教
室

特
別
教
室

そ
の
他

一
元
一
坪
五
八

六
〇
五
里
三

八
九
六
坪
七
一

1
4
教
案

図
寮
で
窯
業

図
工
塞
、
斑
科
暮

楼
吏
撃
職
員
室

放
送
室
、
保
健
室

給
食
塞
、
事
務
素

売
店
、
児
轟
梁
会

宿
画
室
、
使
丁
塞

便
所
6
ヶ
所

4
総
工
費
第
1
期

第
2
期

合
計
一

三
六
、
四
七
九
千
円

七
四
、
三
〇
二
千
円

一
〇
、
七
八
一
千
円



rrこ∴二二　一一　つと　　○
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持続満　整盤○老∴簑溜　）　ふ次て

／も　　　　ち　　　　　　　　　　る　の

＝
保
健
藤
よ
り
の
お
知
ら
せ
＝

成
人
病
検
診
実
施
を
顧
み
て

○
国
民
健
磨
保
険
証
の
検
認

に
つ
い
て

3
月
8
日
よ
り
各
部
落
に
係
日
が
出

向
き
、
検
認
を
実
施
い
た
し
ま
し
た

が
、
な
お
今
日
ま
で
検
認
を
受
け
て

い
な
い
方
が
相
当
あ
り
ま
す
の
で
至

急
霧
で
検
認
を
受
け
て
下
さ
い
。

総
力
若
受
け
な
い
ま
ま
使
用
し
た
舞

台
は
匪
洩
雌
の
全
額
が
個
人
負
担
に

な
り
ま
す
の
で
念
の
た
め
由
添
え
ま

す。
○
保
険
税
の
収
入
申
告
に
つ

い
て
昭
和
一
一
宇
九
年
蟹
巾
の
所
得
の
申
告

は
既
に
税
務
係
に
山
里
曇
れ
て
い
る

も
の
と
思
い
ま
す
が
、
保
険
税
に
つ

い
て
は
、
九
万
円
以
下
で
あ
っ
て
も

申
告
し
て
戴
く
よ
っ
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
税
務
係
に
申
告
さ
れ
て
い
る

も
の
と
思
い
ま
す
が
、
保
険
税
に
つ

い
て
は
、
九
万
円
以
下
で
あ
っ
て
も

申
告
し
て
戴
く
よ
っ
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
税
務
係
に
申
告
さ
れ
て
い
な

い
九
自
国
以
下
の
方
に
つ
い
て
後
日

申
告
告
を
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
国

保
加
入
世
帯
は
洩
れ
な
く
申
告
を
し

て
戴
き
ま
す
。

な
お
国
保
の
収
入
申
告
書
は
保
険
税

の
席
滅
（
」
ハ
割
、
圏
拙
）
に
必
婆
で

あ
り
ま
す
の
で
特
に
由
添
え
ま
す
。

○
定
期
予
防
接
渡
に
つ
い
て

赤
ち
ゃ
ん
（
星
後
2
ケ
月
～
1
2
ケ

月
）
の
予
防
接
種
は
い
つ
で
も
、
ど
こ

で
も
接
種
し
て
貰
え
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
本
町
は
、
黍
と
秋
に
二
回
特
に
無
料

で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

該
当
者
は
洩
れ
な
く
接
稲
し
て
下
さ
い

穏
∴
駈
　
4
月
5
日
（
実
施
済
）

百
チ
渡
合
　
4
月
8
日
（
第
ュ
園
）
実
施
済

ク
　
　
4
月
2
8
日
（
第
2
回
）

ク
　
　
5
月
ュ
9
ほ
（
窮
3
回
）

時
間
及
び
場
所

遠
賀
町
役
場
　
1
4
的
～
1
5
時

※
百
日
セ
キ
、
デ
フ
テ
リ
ヤ
混
合
は

三
回
接
種
し
て
密
の
一
期
が
終
り

ます。

○
小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン
投

与
に
つ
い
て

4
0
空
挺
第
1
回
牛
ワ
ク
チ
ン
投
与
を

5
月
下
旬
に
実
施
し
ま
す
。

該
当
著
は
、
昨
年
1
回
投
与
す
み
の
も

の
及
び
約
年
1
月
～
0
0
年
2
月
ま
で
の

出
仕
児

○
乳
児
相
識
目
に
つ
い
て

毎
月
第
3
月
曜
日
は
：
遜
費
町
の
乳

児
相
談
日
で
す
。
乳
児
を
鍵
康
に
育
て

る
た
め
大
い
に
御
利
用
下
さ
い
。

場
所
及
時
間遺
徳
町
公
民
館
別
館

1
3
時
－
1
5
時

該
当
者
一
年
末
縞
の
乳
児

指
導
相
談
事
頑
体
重
身
長
、
胸
囲
測
定

栄
蚕
指
導
、
離
乳
食
指
導

語
義
∴
邁
往
保
健
所
保
健
婦

逓
質
町
役
場
保
健
妃

※
随
時
保
健
所
医
師
の
診
察

3
月
中
に
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
を
対
象
と
し
て
成
人
病
検
診
を
実
施

し
ま
し
た
が
そ
の
結
果
驚
く
ほ
ど
多
く

の
高
血
圧
車
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

高
血
圧
は
、
た
と
え
血
圧
は
轟
く
と
も

血
管
に
変
化
が
起
ら
な
け
れ
ば
、
別
に

恐
れ
る
に
足
り
な
い
病
気
で
す
。

又
血
圧
測
定
な
ど
で
早
期
発
見
に
よ
り

適
当
な
癒
法
轟
じ
血
圧
の
冗
進
を
防

ぐ
の
か
何
よ
り
大
切
で
す
。

日
常
生
活
に
お
け
る
甫
血
圧
の
予
防

1
肥
満
の
傾
向
の
あ
る
人
は
普
通
の
体

格
ま
で
に
体
登
を
擬
す
こ
と
。

2
塩
か
ら
い
も
の
と
肉
類
の
過
食
を
避

け
る
こ
と
。

3
過
労
（
楠
神
的
、
肉
体
的
）
を
避
け

る
こ
と
。

4
滴
神
の
緊
張
、
不
安
な
ど
の
緑
園
を

早
く
解
決
し
常
時
大
ら
か
な
気
特
で

い
る
こ
と
。

5
滴
、
煙
草
は
適
地
に
止
め
過
度
に
す

ご
さ
ぬ
こ
と
。

6
肌
を
急
激
に
寒
冷
に
さ
ら
さ
な
い
こ

と
、
例
え
ば
冷
水
浴
や
入
浴
後
水
を

か
ぶ
る
曽
佃
は
や
め
る
こ
と
。

・転

○
番
犬
登
録
の
追
加
実
施

昭
和
四
十
年
度
森
期
の
畜
犬
選
録
及

び
注
射
を
四
月
一
円
、
二
日
の
両
日

に
実
施
し
ま
し
た
が
、
「
も
れ
」
が

多
い
の
で
左
記
に
よ
り
高
疫
実
施
い

た
し
ま
す
。

な
お
登
録
及
び
注
射
を
受
け
な
い
畜

犬
は
、
は
か
く
さ
れ
ま
す
か
ら
念
の

た
め
由
添
え
ま
す
。

「
日
時
∴
4
月
2
4
日
　
1
3
時
～
1
5
時

「
場
所
　
遠
賀
町
役
域

「
手
数
料
　
四
百
円

（
保
健
所
が
徴
収
す
る
も
の
）

告
示
籍
1
3
　
号

公
　
売

l
公
売
の
目
的

滞
納
町
税
整
理
の
た
め
、
羞
押
物

件
を
公
売
す
る
。

2
公
売
物
件
の
名
称
及
び
数
量

末
尾
註
蛾
の
と
お
り

3
公
売
の
方
法

競
争
入
札

4
公
売
の
日
時
及
び
甥
周

囲
和
0
0
年
4
月
鮒
R
午
前
9
時

遺
質
町
役
場
財
務
課

5
売
却
決
定
の
日
時
及
び
場
所

明
和
0
0
年
5
月
8
日
午
前
9
時

遠
賀
町
役
場
財
務
課

6
貰
受
代
金
の
納
付
期
限
及
び
場
所

・
開
和
釦
年
5
月
8
日
午
前
n
鴫

邁
往
町
役
場
財
務
課

7
人
礼
賛
施

用
町
税
完
納
者
で
あ
る
こ
と
。

㈲
農
地
に
つ
い
て
は
農
地
法
第
3

条
に
よ
る
適
格
者

の
宙
藷
（
加
入
権
）
に
つ
い
て

は
、
屯
話
料
等
の
滞
納
藷
で
な

い
こ
と

8
そ
の
他

公
　
告

公
売
物
件
の
表
示

（土　地）
速
算
町
大
学
別
婿
字
木
星
四
〇
二

七
番二
田
　
六
畝
弐
捨
ハ
歩

同
所
　
旧
字
∴
囲
〇
三
〇
蕃

「
田
　
壱
反
結
団
歩

同
所
　
字
騎
　
二
九
九
四
露
の
一

「
山
林
∴
壱
反
九
畝
拾
夢

同
所

一
、

同
所

一
、

同
所「

両
所

一
、

同
所「同所

一
、

同
所

一
、（物

字
宮
ノ
唾
三
九
五
番

田
　
五
畝
袷
九
歩

同
室
　
三
一
九
六
露

田
　
丸
畝
拾
参
歩

寧
出
口
　
三
四
九
一
番

国
　
元
軟
式
拾
参
歩

字
毛
谷
　
四
〇
九
六
番

国
　
電
反
歩

字
外
拳
闘
四
二
九
五
番
の

田
　
弐
堅
ハ
歩

同
学
　
園
二
九
六
番

田
　
丸
軟
式
船
人
歩

同
学
∴
四
二
九
九
番

田
－
壱
反
壱
畝
○
歩

件）

上
記
の
件
に
つ
い
て
の
聞
合
せ
篤
一

は
遠
賀
町
役
域
財
務
課
に
お
い
で

下さい。

遜
謡
（
加
入
権
）

遜
鉦
川
局
　
六
〇
六
七
番

（以上）
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今

月

は

　

　

　

　

　

　

　

　

　

…

…
固
定
資
産
税
第
一
期
分
及
び
∴
∴
∴
…

…
軽
自
動
車
税
（
定
期
）
の
納
期
で
す
…

…
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
　
　
…

「
．
－
…
′
…
t
…
．
…
～
．
i
…
ま
．
．
、
事
、
‘
き
く
…
ヽ
…
〟
．
．
、
i
．
．
！
．
…
i
：
㌔

〃
国
民
年
金
保
険
料
を
前
納
い
た
し
ま
し
ょ
う
〃

現
在
、
国
珪
年
金
保
険
料
は
町
錦
人
　
　
　
　
　
語

会
の
御
捜
力
に
よ
り
詩
月
納
付
し
て
い
　
前
納
年
数
　
前
納
頚
∴
∴
潮
引
数

た
た
い
て
い
ま
す
が
、
一
年
分
二
年
分
一
年
一
、
二
七
〇
四
　
　
三
〇
円

と
年
を
単
位
に
保
険
料
を
前
納
い
た
し
　
二
年
　
二
、
二
八
〇
四
　
三
〇
円

ま
す
と
毎
月
の
手
間
も
は
ふ
け
、
し
か
　
五
年
　
五
、
二
八
〇
円
　
七
二
〇
同

も
割
引
さ
れ
る
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
　
十
年
九
、
三
〇
哩
一
、
六
九
〇
円

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
し
、
年
令
に
よ
り
少
し
興
り
ま
す

寓
前
納
割
引
額
は
友
紀
の
と
お
り

事
士
鷲
老
次
の
要
領
で
行
な
い
ま
す

の
で
希
蓬
者
は
、
お
申
込
み
下
さ
い
。

◎
強
酸
に
は
、
簿
記
試
験
と
技
能
拭
験

（
別
途
定
め
ら
れ
た
資
格
者
は
遜
把
試

験
が
免
除
さ
れ
る
）
と
に
分
け
て
行
な

わ
れ
ま
す
。

◎
受
験
手
続

遊
記
試
験

の
日
時
　
昭
和
幼
年
6
月
紳
‖
（
‖
）

年
前
1
0
時
5
0
分
～
1
2
時
5
0

分
ま
で
2
時
間

0
場
所
○
福
岡
県
立
福
岡
工
業
猥
寸

学
絞
（
福
岡
甫
福
薩
町
）

○
福
岡
県
立
小
倉
工
業
福
等

学
楼
（
小
舟
区
自
殺
的
）

※
試
験
は
右
二
ヶ
所
で
行
わ
れ
ま
す

の
で
希
望
地
で
受
験
で
き
ま
す
。

◎
技
鰹
試
験

の
日
時
　
昭
和
0
0
年
8
月
2
2
日
（
日
）

㈲
場
所
福
岡
工
業
高
等
学
校

小
倉
工
墓
相
徳
学
梗

※
時
間
は
収
容
大
風
の
関
係
で
変
更

す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
受
験
紫
に

よ
っ
て
通
知
さ
れ
ま
す
。

◎
受
験
頗
番
等
受
付
期
間

5
月
ュ
5
日
～
5
月
3
1
日

◎
鎚
出
番
類

1
受
験
願
書

2
受
験
票
並
び
に
写
真

3
受
験
料
（
「
0
0
0
円
）

4
受
験
票
送
付
用
籠

※
受
験
瞬
密
等
の
用
紙
は
、
役
頻
住

民
課
相
談
係
に
闘
い
合
わ
せ
下
さ

がんお報・円

国
民
年
金
保
険
料
免
除

申
請
に
つ
い
て

国
民
年
金
加
入
者
で
侯
瞼
精
細
付
す

る
取
が
出
来
か
ね
る
場
合
は
、
申
請
を

い
た
し
保
険
料
の
免
除
を
受
け
る
こ
と

が
出
来
ま
す
の
で
該
当
者
は
役
場
社
会

係
ま
で
イ
ン
カ
ン
持
参
の
L
手
続
素
行

撃
て
下
さ
い
。

但
し
、
坐
活
保
護
讃
受
給
者
は
手
続

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

昭
和
4
0
年
度
宅
地
建
物
取
引
主
任
者
資
格
試

験
実
施
に
つ
い
て

電
気
工
事
士
筆
記
試
験

韓
習
会
開
催
案
内

こ
の
た
び
九
州
虚
業
技
術
連
盟
の
主

催
に
よ
り
、
語
気
工
事
上
の
知
率
技

術
の
向
上
を
促
進
し
、
あ
わ
せ
て
電
気

工
拡
士
試
験
の
合
格
率
素
r
i
。
め
る
た
め

の
誠
常
会
が
左
記
の
通
り
舶
催
さ
れ
ま

す
の
で
語
気
工
事
士
試
験
受
験
布
鞄
者

は
参
加
さ
れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま

す。日
鵬
（
福
間
地
区
）

昭
和
4
0
年
6
月
8
日
～
9
日

9
時
5
0
分
－
ェ
6
鴫
5
0
分

（
北
九
州
地
区
）

昭
和
4
0
年
6
月
的
〓
～
n
H

9
博
3
0
分
～
1
6
栂
5
0
分

会
域
（
福
岡
地
区
）

福
岡
県
町
村
会
館

福
岡
市
大
神
町
一
丁
‖
県
庁
攻

（
北
九
州
地
区
）

八
幡
製
鉄
大
蔵
講
生

北
九
州
市
八
幡
区
大
蔵

講
座
内
容
憾
気
工
事
士
教
科
書
に
よ
る

参
加
要
領

定
員
∴
各
地
区
一
五
〇
名

参
加
料
一
般
　
一
〇
〇
〇
同

連
盟
会
慣
　
八
〇
〇
日

（
但
し
闘
題
例
薬
代
を
含
む
）

資
料
代
　
堪
気
工
事
士
教
科
繋
代

四
人
C
同

申
込
方
法

申
込
蕊
に
参
加
料
を
添
え
て
巾
込
み

下さい。

申
込
締
切
　
囲
和
0
0
年
5
月
3
1
日

申
込
先
∴
∴
福
岡
市
天
神
三
T
u

九
州
産
業
技
術
逃
出

※
申
込
許
は
役
場
住
民
課
相
談
係
に
間

藤
し
て
お
り
ま
す
。

福
岡
県
で
は
、
宅
地
建
物
取
引
業
法

の
規
定
に
墾
づ
く
宅
地
建
物
取
引
主
任

洛
格
試
験
を
左
記
の
通
り
実
施
し
ま
す

の
で
希
望
者
は
受
験
さ
れ
る
よ
っ
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

試
験
日
時
　
間
軸
0
0
年
6
月
6
i
i
l
（
買
）

1
3
時
－
ュ
5
時

試
験
域
所

県
立
菓
筑
高
等
学
段
丁

（
北
九
州
、
行
橋
、
両
方
、
黒
前
、

飯
塚
、
田
川
土
木
堅
務
所
で
受
付
け

た者）

受
験
資
格

次
の
各
で
の
一
に
該
当
す
る
者

1
学
校
教
育
法
（
醐
和
2
2
年
法
律
第

袴
3
に
よ
る
轟
等
学
倭
を
卒
業

し
た
審

2
宅
地
又
は
、
建
物
の
取
引
に
明
し

二
年
以
上
の
実
務
の
経
験
を
許
す

る
者

3
福
岡
県
告
示
の
一
に
該
当
す
る
者

受
験
呼
込
用
紙
交
付
期
間
及
び
揚
新

住
所
を
藷
疎
す
る
県
土
木
事
務
所
建

築
搬
4
月
2
0
日
～
5
月
1
0
日

受
検
申
込
期
間
及
び
楊
所

申
込
用
紙
交
付
場
所
に
同
じ

4
月
2
7
日
－
鳥
月
1
0
日

※
強
酸
に
つ
い
て
の
詳
細
は
県
土
木
事

務
所
袋
撰
文
は
役
場
住
蕊
謙
譲

係
に
間
合
せ
下
さ
い
。

昭
和
的
年
度
電
気
工
事
士
試
験
の
受
験
案
内

に
つ
い
て

賦
和
3
8
年
1
月
1
日
か
ら
、
塵
内
、

屋
外
両
親
工
班
従
襲
者
は
∴
山
気
工
脇

士
免
状
を
所
持
し
な
け
れ
ば
‥
良
が
出

来
な
く
な
り
ま
し
た
こ
と
は
す
で
に
周

知
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
た

び
福
岡
県
で
は
、
昭
和
的
隼
痩
電
気
工

4
月
（
卯
月
）
　
柁
腔
（
ふ
じ
）

1
8
日
　
発
明
の
H

2
0
日
　
穀
∴
雨

2
9
日
　
天
［
轟
生
月

5
月
（
皐
月
）
　
花
暦
（
ぼ
た
ん
）

1
日
　
メ
ー
デ
ー

白
い
羽
根
運
動
始
ま
る

日
赤
創
立
記
今
で

八
十
八
夜

憲
法
記
念
日

福
岡
脹
髄
同
神
社
春
季
大

祭博
多
ど
ん
た
く
、
港
ま
つ

．りこ
ど
も
の
円

端
午
の
鯛
高
i
〕

児
療
袖
祉
週
間
始
ま
る

久
留
米
水
天
営
例
祭

新
聞
休
刊
田

立
　
夏

母
の
日

愛
鳥
週
間
始
ま
る


